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01CI と CD、

DevOps との関係



CI: 継続的インテグレーション

チームで開発したソースを頻繁に統合し、可

能な限り早く問題ある変更を発見する

ひとつの方法

What

Why ● 品質を安定させたい

● より迅速なフィードバックを得たい

● 変更そのものや問題を可視化したい

● etc..



CD: 継続的デリバリー

CI の成功など一定条件を満たす度に、CI 
で生成・検証された成果物を

各環境へ継続的にリリースすること。

What

Why ● デプロイにまつわるリスクの低減

● より早いユーザーフィードバック

● 信頼できる形での進捗

● etc..



DORA の研究結果

DevOps ソリューション | Google Cloud
https://cloud.google.com/devops/state-of-devops?hl=ja

973 倍以上、デプロイ頻度が高い

6,570 倍以上、変更リードタイムが短い

6,570 倍以上、復旧時間が短い

3 倍以上、変更による失敗率が低い

開発速度と製品安定性は

両立できる

開発速度の向上と安定性はトレードオフと

思われがちです。しかし DORA の研究は

6 年以上連続し、速度と安定性の両立が

可能であることを示しています。

DevOps の実践度合いについて、

評価の高いプロジェクトは

評価の低いプロジェクトに比べ・・

https://cloud.google.com/devops/state-of-devops?hl=ja


DORA: 4 つのキー指標

速度 安定性

デプロイ頻度 変更の

リードタイム

サービス復旧に

かかる時間

変更による

失敗率

Cloud OnAir: Accelerate State of DevOps Report Results 2019
https://www.youtube.com/watch?v=Fzu5Ry5lU8c

DevOps のパフォーマンス、可視化できていますか？

https://www.youtube.com/watch?v=Fzu5Ry5lU8c


02Google Cloud での

CI / CD



Cloud Build

セキュアなソフトウェア サプライチェーン

　お客様の VPC 利用やバイナリ認可でより安全な実行・配信へ

git リポジトリやデプロイ先と柔軟に連携

　 CSR、GitHub、Bitbucket などに対するトリガー設定

　GKE、Cloud Run、GAE、Functions などへスムーズにデプロイ

フルマネージドな CI / CD プラットフォーム

　テスト・ビルド・デプロイまでをシンプルに実現

“Cloud Build: サーバーレス CI / CD プラットフォーム | Google Cloud”
https://cloud.google.com/build?hl=ja

https://cloud.google.com/build?hl=ja


Cloud Build

Build 
step

Build 
step

Build 
step

Build 
step

/workspace

テスト・ビルド・デプロイなど

柔軟に CI / CD ステップを取捨選択して実行可能

ソースコード



Cloud Build

テストしたり

/workspace

bash curl npm docker
compose

Builder images

ソースコード



Cloud Build

ビルドや成果物の保存をしたり

ソースコード

Artifact 
Registry

Cloud 
Storage

/workspace

maven gradle bazel go

Builder images



Cloud Build

Kubernetes にデプロイしたり

GKE

/workspace

docker git kubectl helm

Builder images

ソースコード



Cloud Build

サーバーレスにデプロイしたりできます

Cloud
Functions

yarn webpack firebase gcloud

Builder images

Firebase

/workspace

ソースコード

Cloud Run



CI / CD 関連マネージド サービス

IDE

Cloud Code

ビルド

Cloud Build

運用監視

Cloud Logging & 
Monitoring

コンテナ
レジストリ

Artifact Registry

脆弱性
スキャン

Artifact AnalysisSCM

デプロイ

Cloud Deploy

実行環境

Kubernetes Engine

Cloud Functions

Cloud Run

など



IDE

Cloud Code

ビルド

Cloud Build

運用監視

Cloud Logging & 
Monitoring

コンテナ
レジストリ

Artifact Registry

脆弱性
スキャン

Artifact AnalysisSCM

実行環境

Kubernetes Engine

Cloud Functions

Cloud Run

など

デプロイ

Cloud Deploy

CI / CD 関連マネージド サービス



03Cloud Deploy



昨今の比較的  新しい継続的デリバリー  (CD) の概念・手法  は

継続的インテグレーション  (CI) と CD を分けて考え、実装することで

既存課題の解決、または継続的改善の礎になりえます。

● ロールアウト  / ロールバックにかかるリードタイムの短縮

● より柔軟で一貫性のある成果物管理

● 要件に応じ、柔軟に選べるデプロイ手段

● リリース履歴など DevOps 指標の可視化

● 適切な粒度 & 最小権限の原則による権限・監査設定

CI と CD の分離



Cloud Deploy

重要指標の可視化

　継続的デリバリーそのものの改善に必要な指標を可視化

成果物

　リリース コンテンツを事前にまとめ、

　環境に依存しない一貫性ある成果物管理が可能

継続的デリバリーに特化

　フルマネージドなワークフローや承認、業務に特化した権限設定

“Google Cloud Deploy - フルマネージドの継続的デリバリー | Google Cloud”
https://cloud.google.com/deploy?hl=ja

https://cloud.google.com/deploy?hl=ja


Cloud Deploy

重要指標の可視化

　継続的デリバリーそのものの改善に必要な指標を可視化

成果物

　リリース コンテンツを事前にまとめ、

　環境に依存しない一貫性ある成果物管理が可能

継続的デリバリーに特化

　フルマネージドなワークフローや承認、業務に特化した権限設定

“Google Cloud Deploy - フルマネージドの継続的デリバリー | Google Cloud”
https://cloud.google.com/deploy?hl=ja

現在サポートしているデプロイ先は

GKE のみ です！！！！！

https://cloud.google.com/deploy?hl=ja


ターゲット（デプロイ先）

パイプライン（デプロイ順序とその方法）

Cloud Deploy によるデプロイ

予め “パイプライン” として定義した各  “ターゲット” に対し

“リリース” としてまとめた成果物を、順々に  “ロールアウト”。

ターゲット

ターゲット

ターゲット

…

Rollout(s)Rollout(s)ロールアウトリリース



Cloud Build と Cloud Deploy で作る CI / CD 環境例

開発チーム

運用チーム

管理者

ソースコード管理

承認

テスト・ビルド

環境設定管理

ロールアウト

リリース作成

結合テスト

総合テスト

開発環境

評価環境

本番環境



Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 1 / 6

skaffold を使い、気軽にホット  リロード & デバッグでローカル開発

開発者

$ git clone git@github.com:your-org/your-prj
$ skaffold dev

ローカル開発環境

Skaffold https://skaffold.dev/



Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 2 / 6

feature ブランチへ  push、PR を作り、自動テスト結果とともにコードレビュー依頼

開発者

$ git push

feature ブランチ テスト・ビルド



PR が承認され、コードが  main ブランチへマージされたら

自動でコンテナを  build & push、Cloud Deploy にリリース対象をまとめ、開発環境へロールアウト

Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 3 / 6

レビュア

$ gcloud deploy releases create <release-name> \
    --delivery-pipeline <pipeline-name> \
    --image=<image-name>:digest

main ブランチ テスト・ビルド リリース準備

開発環境

ロールアウト



Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 4 / 6

開発環境での（自動）テストが問題なければ（ Pub / Sub 経由のトリガ起動で）

そのまま自動的に、評価環境へ  “開発環境と同一のリリース対象 ” をプロモーション

$ gcloud deploy releases promote \
    --delivery-pipeline <pipeline-name> \
    --release <release-name>

結合テスト

開発環境

プロモーション 評価環境

結合テスト

など



Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 5 / 6

評価環境でも問題なければ、管理者の 承認を得て、本番環境へプロモーション

$ gcloud deploy rollouts approve <rollout-name> \
    --delivery-pipeline <pipeline-name>

承認

開発環境

プロモーション 評価環境

本番環境

管理者

負荷テスト

など



Cloud Deploy でデプロイするまでの流れ Step 6 / 6

本番環境から何らかの不具合が通知されたら、直前のリリースを ロールバック

$ gcloud deploy targets rollback <target-name> \
    --delivery-pipeline <pipeline-name> \
    --release <release-name>

開発環境

ロールバック 評価環境

本番環境

運用チーム

障害検知



Cloud Build などとの使い分け



CI / CD の例

コード
リポジトリ

継続的インテグレーション（CI） 継続的デリバリー（CD）

テスト

成果物保存ビルド

本番環境
設定

リポジトリ

評価環境

デプロイ

開発環境

モニタリング

検証



例: 管理コンポーネントを最小にしたい / 直感的なパイプラインがよい方

継続的インテグレーション（CI） 継続的デリバリー（CD）

Cloud Build

Artifact Registryコード
リポジトリ

ビルド

テスト

Cloud Source
Repositories (CSR)

Cloud Monitoring

GKE

評価環境

開発環境

本番環境

デプロイ成果物管理  /
脆弱性スキャン

モニタリング



例: 大規模な環境をお持ちの方 / より厳密な成果物管理をされたい方

継続的インテグレーション（CI） 継続的デリバリー（CD）

Cloud Build

コード
リポジトリ

設定
リポジトリ

ビルド

テスト

Cloud Source
Repositories (CSR)

検証 デプロイ

Cloud Monitoring

GKE

評価環境

開発環境

本番環境

Artifact Registry

モニタリング



例: 使い慣れた組み合わせを、すでにお持ちの方

継続的インテグレーション（CI） 継続的デリバリー（CD）

コード
リポジトリ

設定
リポジトリ

ビルド

テスト

デプロイ

GKE

評価環境

開発環境

本番環境

Artifact Registry

モニタリング



Cloud Deploy の柔軟な設定を支える Skaffold



Skaffold

https://skaffold.dev

Kubernetes を前提とした 開発フローを最適化します。

コンテナベースの開発がとても捗ります。

$ git clone git@github.com:your-org/your-prj

$ skaffold dev

オープンソース

dev profile

deploy: ...

default

build: ...
deploy: ... build: ...

deploy: ...

$ skaffold render -p dev deployable.yaml

● コマンド一つで

○ 環境作成

○ デバッグ

○ Port forwarding
○ ログ連携

● CI / CD

○ ビルド（Buildpacks, Jib なども選択可）

○ デプロイ（Kustomize などと連携）

https://skaffold.dev


Skaffold によるビルドとデプロイの設定

“Architecture and Design | Skaffold”
https://skaffold.dev/docs/design/

ビルドやデプロイに

何を使うかを決める

・ビルドは？

　ex. Dockerfile

・タグは？

　ex. git コミット ID

・デプロイは？

　ex. kubectl

https://skaffold.dev/docs/design/


Cloud Deploy の情報を探すには



ブラウザでの “site 指定” 検索

検索時  site:cloud.google.com/deploy  を指定
● 検索キーワード “site” を利用

● 検索対象を Google Cloud のサ

イト + /deploy に絞ります

ウェブ検索の精度を高める - Google 検索 ヘルプ

https://support.google.com/websearch/answer/2466433?hl=ja

https://support.google.com/websearch/answer/2466433?hl=ja


ブラウザの “検索エンジン” 設定

URL には以下を指定しましょう

https://www.google.com/search?q=site%3A

cloud.google.com/deploy+%s

既定の検索エンジンを設定する - パソコン - Google Chrome ヘルプ

https://support.google.com/chrome/answer/95426?hl=ja

https://support.google.com/chrome/answer/95426?hl=ja


04デモ



05まとめ



まとめ

ソフトウェアそのものだけでなく、CI / CD そのものの実績値を

可視化、継続的に改善することがチームの生産性向上には重要

継続的改善

長過ぎるリードタイムやセキュリティ上の懸念など、

CI / CD の密な実装に起因する課題は CD の分離もひとつの解決案

継続的デリバリーの分離

Google Cloud フルマネージドな継続的デリバリーサービス

成果物をリリースとしてまとめ、各ターゲットへロールアウト

Cloud Deploy とは

DORA, “2021 Accelerate 
State of DevOps report”

参考

アーキテクチャ再検討 +
cloud.google.com/deploy

https://cloud.google.com/deploy


Thank you


